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「
救
急
の
日
」・「
救
急
医
療

　週
間
」
と
は

　「
救
急
の
日
」
お
よ
び
「
救
急

医
療
週
間
」
は
、
救
急
業
務
お
よ

び
救
急
医
療
に
対
す
る
国
民
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救
急

医
療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
９
月
９
日
を

「
救
急
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１

週
間
（
９
月
８
日
か
ら
９
月
14
日

の
間
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

   

大
田
市
の
救
急
出
場
の

　現
状

　
令
和
５
年
中
の
本
市
消
防
本
部

に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は
２
０

９
８
件
で
あ
り
、
過
去
最
高
の
救

急
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
に
要
し
た
平
均
時
間

は
10
・
４
分
で
し
た
。

※
　
令
和
４
年
全
国
統
計
に
よ
る

と
、
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平

均
時
間
は
約
10
・
３
分
（
令
和
５

年
版 

救
急
・
救
助
の
現
状 

総
務

省
消
防
庁
よ
り
）

　
本
市
消
防
本
部
に
は
６
台
の
救

急
車
が
あ
り
、
大
田
消
防
署
に
３

台
、
三
瓶
出
張
所
に
１
台
、
西
部

消
防
署
に
２
台
配
備
さ
れ
、
救
急

要
請
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
時
間
が
年
々
伸
び
て

い
ま
す
。
ま
た
、
搬
送
先
医
療
機

関
を
み
る
と
約
30
％
が
市
外
へ
救

急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
限
ら
れ
た
救
急
車
な
ど

の
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

緊
急
性
の
高
い
症
状
の
傷
病
者

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
搬
送
さ
れ

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
救
急
車
の

適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

   

救
命
講
習
会
で
応
急
手
当
の

　知
識
と
技
術
を

　
突
然
の
け
が
や
病
気
に
対
し

て
、
家
庭
や
職
場
で
で
き
る
手
当

の
こ
と
を
広
い
意
味
で
「
応
急
手

当
」と
言
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、

「
救
命
」「
悪
化
防
止
」「
苦
痛
の

軽
減
」
で
あ
り
、
そ
ば
に
居
合
わ

せ
た
人
が
速
や
か
に
応
急
手
当
を

お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
人
を
守
る
た
め
、
い
ざ

と
い
う
と
き
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
消
防
署
の
救
命
講
習
会
に
参

加
し
て
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技

術
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
救
命
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
大
田
消
防

署
救
急
救
助
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

９月９日は 救急の日９月９日は 救急の日

みんなで守ろう！
尊い命と１１９番のマナー
みんなで守ろう！
尊い命と１１９番のマナー

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

  

救
命
講
習
の
ご
案
内

―大田市の救急出場の現状―
令和５年に搬送された人の程度別割合

過去10年間の救急件数の推移

令和５年（搬送人員）
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14%

中等症
59%

救急件数
2500

2000

1500

1000

500

0
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1738

2098

軽症
27%

おこなう救急救命士おこなう救急救命士おこなう救急救命士おこなう救急救命士
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救急車利用ガイド（多言語）
総務省消防庁のサイト

外国語での１１９番通報

消防本部では、外国語での１１９番通報に対し、「多言
語通訳システム」を導入しています。
６月５日と６日、大田市国際交流員のサトウ・アンド
レイア・ユリコさんと外国語での１１９番の受信訓練
と救急訓練をおこないました。
多言語通訳システムを利用するときの、通訳して欲し
い内容の伝え方や、救急現場でケガや病気の方とコミュ
ニケーションをスムーズにおこなう方法などをアドバ
イスしてもらいました。
このような訓練を重ね、外国人の方に安心して暮らし
てもらえるように取り組みます。

消防車や救急車が必要なときは、「１１９」に電話をし
てください。
１１９番通報のとき、「火事、通訳、ポルトガル語」や「救
急車、通訳、ブラジル」などと日本語で伝えると、通
訳システムへ早く繋がります。
出動に必要なことを順番に聞きますが、すべてを聞く
前に出動しますので、あわてず、ゆっくりと答えてく
ださい。

　救急車を利用する場合は、電話を切った後に「保
険証」と「お薬手帳」を用意してください。

コールセンターに繋がるまで少し時間がかかりま
すが、電話を切らずにそのままお待ちください。

問消防本部（☎0854‐82‐0650）
しょうぼうほんぶ

多言語通訳システムで31言語に対応Call 119

多言語コールセンター

④日本語

※

　外
国
人
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
い
ま
す
。

よ

が
い
こ
く
じ
ん

か
ん 

じ

か
　た
　か
　な

しょうぼうほん ぶ

がつ

れ　い　あ　　　ゆ　り　こ がいこく ご

きゅうきゅうくんれん

ばん じゅしんくんれん

い つ か む い か おお だ　し  こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど

がいこく ご ばんつうほう たい た げん

ご つうやく  し す て む

た げん  ご  つうやくし す て む

ないよう きゅうきゅうげん ば け が びょうきつた かた かた こ み ゅ

に け ー し ょ ん す む ー ず ほうほう あ ど ば

い す

つうやく

くんれん

しょうぼうしゃ きゅうきゅうしゃ ひつよう

ばんつうほう

きゅうしゃ

しゅつどう ひつよう じゅんばん き き

やく

まえ しゅつどう こた

はや つなし す て む

つうやく に ほん ご つた つうぶ ら じ る

か  じ きゅうつうやく ぽ る と が る ご

でん わ

きゅうきゅうしゃ

けんしょう くすりてちょう よう  い

り よう ば あい でん わ き あと ほ

こ ー る せ ん た ー つな すこ じ かん

でん わ き ま

と く

かさ がいこくじん かた あんしん く

ほり よう

どうにゅう

外国人通報者
がいこくじんつう ほう しゃ

に  ほん ご

③外国語
がいこく  ご

た  げん ご　こ ー る せ ん た ー

きゅうきゅうしゃ  り  よう  が   い   ど

そう  む しょうしょうぼうちょう さ い と

た  げん ご

②通訳依頼
（日本語）

つうやく  い らい

に ほん ご

消防本部
しょうぼうほん ぶ

①119番通報
（外国語）

ばんつう ほう

がい こく ご

３者間同時通訳
さんしゃかんどう   じ  つうやく

がいこく  ご ばんつうほう

た　 げん　 ご　  つう   やく　 し す て む　　　　　　　　げん　 ご　　　　 たい  おう

人形を使い、訓練を人形を使い、訓練を人形を使い、訓練を人形を使い、訓練を命を救うために日々、訓練をおこなっています命を救うために日々、訓練をおこなっています命を救うために日々、訓練をおこなっています命を救うために日々、訓練をおこなっています

消防本部から出場する救急車消防本部から出場する救急車消防本部から出場する救急車消防本部から出場する救急車

いつでも出場できるように点検されていますいつでも出場できるように点検されていますいつでも出場できるように点検されていますいつでも出場できるように点検されています

通信指令室で救急要請を受ける消防職員通信指令室で救急要請を受ける消防職員通信指令室で救急要請を受ける消防職員通信指令室で救急要請を受ける消防職員

《YouTube》
消防通信指令
システムを　
更新しました
（Ｒ５．３月）
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（Ｒ５．３月）
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（Ｒ５．３月）

《YouTube》
消防通信指令
システムを　
更新しました
（Ｒ５．３月）
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　1974年「男はつらいよ」シリーズ第13作「寅次郎恋やつれ」の撮影
舞台となった温泉津。半世紀を経て、松竹株式会社の許可をいただき、
発売されたのが「T O R A S A N ♨ B E E R 」です。ほろ苦い人情の
味わいをぜひお楽しみ下さい。

☎090-4698-9850

　明治２年創業の「若林酒造」。その酒造りの命である「水」と「米
麹」を使ってできたのが「はるかなう」です。一口飲むと、ふわりと米
麹の香りがし、まろやかで繊細。「和」と「洋」が調和し、和食に非常
にあう、他にはないビールとなっています。

　市では、地域経済の活性化を図るため、市内事業者の新商品開発などの新たなものづくりや、開発した商品の
販路開拓などを支援しています。
　今回は、令和４年度・５年度に市内で新たに開発された商品のご紹介と、市でおこなっている補助金制度をお
知らせします。

　地域資源を使った新商品の開発または販路の開拓、産業財産権の取得などの意欲的で先進的な取り組みに対し、
必要な経費の一部を助成します。

【補助対象者】

補助事業の名称

１

補助対象経費 補助率

補助対象経費の
2/3

限度額

30万円

20万円

30万円

■中小企業等活性化総合支援事業

【補助事業】

　市内に事業所または住所を有する中小企業者、団体、個人など

上記のほかに「産業財産権取得支援事業」「外国人市内消費拡大支援事業」があります。
詳しくは、市ホームページをご確認ください。　注：補助事業により申請期間が異なります。

詳しくは、
市ホームページを
ご覧ください。

２

３

新商品開発
チャレンジ支援事業

商品パッケージ
改良支援事業

販路開拓支援・
販売促進支援事業

問産業企画課(☎0854‐83‐8073)

原材料などの購入費、機械装置または工具器具などの
購入費、試作、改良、借用または修繕に要する経費、
外注加工費、デザイン委託費、デザイン購入費など

機械装置または工具器具などの購入費、試作、改良、
借用または修繕に要する経費、広告宣伝費、外注加
工費、デザイン委託費、デザイン購入費など

出展料、展示装飾、宣伝用印刷物のデザイン委託費、
宣伝用印刷物のデザイン購入費、出品物運搬料、旅
費宿泊費（１名分）など
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　春光園のカフェで人気のかき氷をご自宅でお召し上がりいただける
よう開発しました。スプーンでほぐすとふんわりサラサラになる氷と
自家製シロップのセット商品です。

☎0854-82-0241

　農林水産省の地理的表示（ＧＩ）保護制度に登録されている「三瓶そば」のそば
粉を100％使用しています。
　そば粉を練って電子レンジを使って簡単につくることができます。
　そばの風味ともっちりした食感をお楽しみください。

☎0854-82-0423

　技術継承と竹の有効活用を目的に、温泉津町井田の竹を切り出し、竹ひ
ご作りからおこなう竹細工。
　丁寧な手しごとにより丈夫で実用的かつファッショナブルな竹細工をぜ
ひお楽しみください。

☎090-9678-7971

※『冷やし焼き芋』

　石見銀山の地で「いも代官」として親しまれる井戸平左衛門にちなみ、さん
べ高原産 “森の絹”（サツマイモ）を使用した「やきいも代官　蜜左衛門」の
『干し芋』と『冷やし焼き芋』。
　高糖度でもしつこくない甘さで滑らかな口溶けをぜひご賞味ください。

☎0854-83-7330

　自社有機栽培で生産する大田市産のハマナス品種から収穫した「ローズヒップ」を使用
し、出雲市産の紅茶とレモングラスをブレンドしたハーブティー。
　さわやかなレモングラスの香りとローズヒップのまろやかな酸味が特徴です。
　島根大学との共同研究により、ローズヒップには多くの機能性成分が含まれていること
が分かりました。
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大
学
教
授
や
脚
本
家
、
企
業
経

営
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で

活
躍
し
、
市
の
教
育
発
展
に
寄
与

さ
れ
る
11
人
の
委
員
に
出
席
い
た

だ
き
、
６
月
27
日
、
市
役
所
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
お
お

だ
教
育
月
間
」、
２
月
の
第
２
土

曜
日
を
「
お
お
だ
教
育
の
日
」
と

し
て
、
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
つ
い
て
、
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ

で
放
映
し
た
り
、
市
公
式
Y
o
u

T
u
b
e
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に

し
、情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　「
お
お
だ
教
育
フ
ェ
ス
タ
」
で

は
、
市
の
教
育
の
取
り
組
み
発
表

や
講
演
会
、
展
示
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、フ
ェ

ス
タ
へ
の
来
場
者
は
近
年
減
少

し
、
そ
の
ね
ら
い
が
十
分
に
達
成

で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ

で
今
年
度
は
10
月
20
日
に
お
こ
な

わ
れ
る
『
さ
ん
べ
祭
』
で
お
お
だ

教
育
フ
ェ
ス
タ
の
実
施
を
計
画
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
フ
ェ
ス
タ
の
対

象
者
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
や
、
参
加
者
の
大
人
や
子
ど

も
が
自
分
の
意
見
を
言
え
る
場
・

発
表
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
、
事

前
・
当
日
の
Ｐ
Ｒ
の
大
切
さ
、
魅

力
あ
る
内
容
や
会
場
設
定
、
参
加

者
の
誘
導
・
動
線
の
工
夫
な
ど
、

多
く
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
の
教
育
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
応
援
の
輪
を
広

げ
る
た
め
に
、
来
場
者
だ
け
で
な

く
、
来
場
し
な
か
っ
た
理
由
を
分

析
し
た
り
、
市
の
教
育
を
み
ん
な

で
考
え
る
一
日
に
す
る
た
め
に
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
り
し

て
は
ど
う
か
な
ど
、
熱
心
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

問
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
９
）

「
お
お
だ
未
来
☆
夢
ラ
ン
ド
」

  

第
１
回
会
議
を
開
催

教
育
の
魅
力
化
を
推
進

豊
か
な
学
び
と
健
や
か
な
成
長
の
支
援
で

テ
ー
マ
〝「
お
お
だ
教
育
フ
ェ

ス
タ
・
お
お
だ
教
育
月
間
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
〜
知
る
・
考

え
る
・
つ
な
が
る
〜
を
ど
う
発

信
す
る
か
〞

熱心に協議する委員の皆さん

久手町の清滝

YouTubeで配信中!
島根県大田市公式チャンネル Oda-city

　市公式チャンネルoda-cityでは、市内小中学校での学習の
様子や各種表彰式の様子など「Ｒ５おおだ教育月間」の動画
21本（Ｒ６.７月現在）を配信中。ぜひご覧ください！

　大田町にお住いのかたから素敵な写真をご提
供いただきました。
　「久手町の清滝」の写真で、滝の水しぶきの音
が今にも聞こえてきそうな一枚です。
　カラー写真は、市ホームページ「フォトおおだ」
でご覧ください。

《市ホームページ》
応募方法 「フォトおおだ」

問政策企画課(☎0854‐83‐8006)

子どもたちの笑顔があふれ
　　　　　　みんなが夢をいだけるまち“おおだ”　

「大田市の魅力が伝わる写真」を
　　　　　　　 募集しています
　市では、市民の皆さんが撮影した「大田市の魅力が伝わる写真」
を募集し、「広報おおだ」や市ホームページ、市公式LINE、市公
式Facebookで紹介することで、行政と市民が協働する『大田市
の魅力発信』をおこなっています。
　応募方法などの詳細は、市ホームページに掲載しています。
　一緒に大田市の素敵なところをＰＲしていきましょう！
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全国大会での健闘を祈り激励金を交付

気軽にトークしませんか？募集

ジュースのテイスティングをする児童たち
じ ゅ ー す

よ かんじ か た か な

て い す て ぃ ん ぐ じ どう

左から篠原総介さん（大田小⑥）、苅田翔馬さん
（長久小⑥）、市長、伊藤晄汰さん（長久小⑥）

※　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

高円宮賜杯
第44回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント

大田東ジュニアベースボールチーム
全農杯2024年全日本卓球選手権大会（ホープス男子シングル）
ロートカップ・第42回全国ホープス卓球大会（男子団体戦）

大田卓球

　今年度から長久小学校でクラブ活動の講師を担当の先生と一緒におこ
なっています。ワールドクラブは自分の国や外国の文化の違い・共通点な
どを知り、違う文化に触れあうことを目的とするクラブ活動です。
　第１回目のワールドクラブではブラジルや他の国でも遊ぶ「ピックアッ
プスティック」というゲームを紹介しました。実際に児童同士でやっても
らい、とても楽しそうな様子でした。第２回目はブラジルの文化紹介やク
イズなどをして、最後に日本ではあまり見かけない果物のジュースのテイ
スティングを一緒にしました。香り、色、味などを比べたりして「美味しい！」
という声や、「日本のジュースと違って味が濃い」などと色々な意見があり
ました。これからも児童たちと楽しいクラブ活動が出来るように取り組ん
でいきたいです。

　８月15日から21日に東京都内各地で開催される「高円宮
賜杯第44回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナ
メント」に、大田東ジュニアベースボールチームが出場す
ることになり、７月22日、市長に報告しました。

　７月にグリーンアリーナ神戸で開催される「全農杯2024
年全日本卓球選手権大会 」に苅田さんが、また、８月に東
京体育館で開催される「ロートカップ・第42回全国ホープ
ス卓球大会」に小学生３人（苅田さん含む）が出場するこ
とになり、７月24日、
市長に報告しました。

　市は、市民の皆さんと一緒に明るく元気な「おおだ」を
創りあげる「共創」のまちづくりを進めています。
　グループ・団体で「市長と語る会」を実施しませんか？
ともに語り合い、元気で魅力ある「おおだ」を
つくっていきましょう。

ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

こんねん ど ながひさしょうがっこう

わ ー る ど く ら ぶ

し

だい　　かい め

ぷ す て ぃ っ く

たの

さい ごい ず に ほん み くだもの じ ゅ ー す て い

す て ぃ いっしょ

こえ に ほん

じ どう たの く ら ぶ かつどう で　き と く

じ ゅ ー す ちが あじ こ いろいろ い けん

かお いろ あじ くら お い

よう す だい　　かい め ぶ ら じ る ぶん かしょうかい く

げ ー む しょうかい じっさい じ どうどう し

わ ー る ど く ら ぶ ぶ ら じ る ほか くに あそ ぴ っ く あ っ

ちが ぶん か ふ もくてき く ら ぶ かつどう

じ ぶん くに がいこく ぶん か ちが きょうつうてん

く ら ぶ かつどう こう し たんとう せんせい いっしょ

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）
ていじゅうか

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

※　読みやすいように漢字とカタカナに
ふりがなをつけています

《市ホームページ》
  詳しくはこちら

《市ホームページ》
  詳しくはこちら



おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

　
　
　
　
大
田
市
温
泉
津
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
選
定
20
周
年

　
　
　
を
迎
え
た
７
月
６
日
、
こ
れ
ま
で
の
保
存
活
用
の
取
り
組
み
や
町
並

　
　
　
み
の
価
値
を
振
り
返
り
、
未
来
の
姿
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考

　
　
　
え
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
１
０
０

　
　
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
当
該
保
存
地
区
は
、
平
成
16
年
に
重
伝
建
保
存
地
区
の
選
定
を
受

　
　
　
け
、
平
成
19
年
に
は
世
界
遺
産
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景

　
　
　
観
」
の
構
成
資
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
午
前
の
部
は
「
地
元
愛
あ
ふ
れ
る
温
泉
津
ま
ち
あ
る
き
」
と
題
し

　
　
　
て
、
専
門
職
員
と
地
域
住
民
、
子
ど
も
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
定
員
を

　
　
　
超
え
る
40
人
の
温
泉
津
フ
ァ
ン
が
町
並
み
と
建
物
を
め
ぐ
り
、
町
並

　
　
　
み
保
存
の
経
過
や
意
義
を
学
び
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
は
保
存
地
区
内
の
西
楽
寺
で
「
温
泉
津
の
景
観
と
世
界
遺
産
」、

「
受
け
継
が
れ
た
町
・
建
物
の
価
値
―
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
息
づ
く
文
化
的

遺
産
―
」
と
題
し
た
２
つ
の
講
演
と
「
ま
ち
の
歩
み
と
無
限
の
ミ
ラ
イ
」
と

題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
、
専
門
家
と
地
域
住
民

の
７
人
が
、
未
来
の
姿
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
討
論
し
ま
し

た
。
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子
ど
も
ガ
イ
ド
に
よ
る
町
並
み

ク
イ
ズ
の
様
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

大田市温泉津重要伝統的建造物群保存地区選定20周年記念

温泉津の貴重な町並み　無限のミライへ

４

　「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
７

月
２
日
を
記
念
し
て
、
７
月
７
日
、
登
録
17
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
石
見

銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
」
と
し
て
「
し
ま
ね
っ
こ
」
や
「
ら
と
ち
ゃ
ん
」

な
ど
、
県
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
７
体
が
集
合
し
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
と
記
念

撮
影
を
す
る
な
ど
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
物
の
丁
銀
や
銀
鉱
石
を
実
際
に
触
る
こ
と
が
で
き
る
「
さ
わ
っ

て
体
験
、
本
物
の
銀
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
解
説
員
か
ら
丁
銀
や
銀
鉱
石
を

受
け
取
り
、
そ
の
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
興
味
津
々
に
見

つ
め
る
多
く
の
人
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
石
見
神
楽
の
上
演
や
貝
殻
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
バ
ス
運
転

手
体
験
、
企
画
展
の
展
示
解
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
企
画
展
「
石
見
銀
山
に
つ
な
が
る
道
」
は
９
月
23
日
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

世界遺産登録17周年記念イベントで石見銀山の魅力を再発見
７月２日は世界遺産登録記念日

１　「ゆるキャラ大集合」で集まったゆるキャラたち
２　丁銀を受け取り、興味深そうに見つめる来場者
３　「銀をさがせ！」のコーナーで銀すくいをする来場者
４　宅野子ども神楽が恵比須の演目を披露しました

２

３ １
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７
月
１
日
、
市
役
所
玄
関
前
に

お
い
て
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
」
お
よ
び
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
島
根
県
知
事
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
大
田
警
察
署
の
吾
郷
弘
章
署

長
が
、
ま
た
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
田
地
区
保
護
司

会
の
竹
村
一
秀
会
長
が
伝
達
し
ま

し
た
。

　
市
長
は
「
地
域
の
支
え
合
い
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た

め
、
更
な
る
啓
発
の
推
進
に
努
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
の
長
期
留
学

生
13
人
が
海
キ
ャ
ン
プ
と
海
岸
の

清
掃
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
海
キ
ャ
ン
プ
は
静
間
町

魚
津
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
夕
食

自
炊
は
風
が
強
く
、
火
お
こ
し
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
諦
め

ず
に
取
り
組
み
、
美
味
し
い
夕
食

を
作
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
早
朝
に
朝
山
町
島
津

屋
へ
移
動
し
、
海
岸
清
掃
に
参
加

し
、
そ
の
後
、
海
水
浴
を
満
喫
。

浮
き
輪
に
乗
っ
て
漂
っ
た
り
、
防

波
堤
か
ら
何
度
も
飛
び
込
ん
だ
り

と
、
海
の
活
動
を
十
分
に
楽
し
み

ま
し
た
。

日
本
海
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

ふれあいと対話が築く 明るい社会に
誰もが安心して暮せるよう

海キャンプと海岸清掃で「海」満喫
山村留学センター

　
６
月
26
日
、
石
見
銀
山
遺
跡
に

あ
る
龍
源
寺
間
歩
で
「
地
震
に
よ

り
坑
道
入
口
付
近
で
崩
壊
落
石
が

発
生
し
、
見
学
者
が
閉
じ
込
め
ら

れ
た
」
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
が
お
こ
な
わ
れ
、
消
防
本
部
や

地
元
消
防
団
な
ど
関
係
者
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
間
歩
入
口
に
は
、
落
石
に
み
た

て
た
土
の
う
や
木
材
を
設
置
し
、

救
急
隊
が
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ン
ソ
ー

な
ど
の
救
助
器
具
や
手
作
業
で
撤

去
し
た
後
、
坑
道
内
に
突
入
し
、

見
学
者
２
人
の
救
助
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　
電
気
や
電
子
機
器
の
部
品
を
製

造
す
る
島
根
電
機
株
式
会
社
の
新

社
屋
が
完
成
し
、
６
月
19
日
に
落

成
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
波
根
地
区
工
業
団
地
に
あ
る
現

工
場
の
隣
に
建
設
さ
れ
た
新
社
屋

は
、
仕
事
に
行
き
た
く
な
る
職
場

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
社
員
が
ス
ト
レ

ス
な
く
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、

快
適
な
テ
ラ
ス
や
ラ
ウ
ン
ジ
、
安

ら
げ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
過

ご
し
や
す
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
つ
く

り
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
施
設
を
見
学
し
た
参
加
者
は
、

そ
の
機
能
性
の
高
さ
と
美
し
さ
に

見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

ホ
テ
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な

打
ち
合
わ
せ
も
で
き
る
作
業
ス
ペ
ー
ス

坑道内から見学者の救助訓練
龍源寺間歩　地震による崩壊落石を想定して

先進的な新社屋に響く感嘆の声
目指したのは家にいるような心地良さ

９

救
助
訓
練
を
お
こ
な
う
消
防
本
部
な
ど
の

関
係
者
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る

竹
村
会
長
（
中
央
）
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こんにちは
保健師です 最近、ぐっすり眠れていますか

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　睡眠は、健康を保つための大切な休養活動です。睡眠不足は
こころとからだに悪影響を及ぼします。睡眠不足が続くと、日
中の強い眠気や注意力の低下、気持ちの落ち込みなどを引き起
こします。
　また、心筋梗塞や脳梗塞、糖尿病などの生活習慣病を引き起
こす可能性が高まることも分かっています。
　睡眠時間には個人差はありますが、６時間以上を目安として
確保することが推奨されています。しかし、令和５年度に実施
した「第２期健やかプラン策定に関するアンケート調査結果」
では、大田市全体で睡眠時間が６時間以下の人が約３割、働き
盛り世代で睡眠による休息がきちんととれていないという人が
約３割でした。
　まずは、快眠のコツを試してみましょう。試してみても改善
されず心身の不調が続く場合は、専門医や相談窓口で専門の人
に相談するのもおすすめです。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン

今月の「＋１」
プラスワン

よい睡眠のために
休日の生活サイクルを整えよう

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり
活動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策な
ど、健康に関する取り組みを「なにか１つ」
加えることで、皆さんの健康意識を高め、生
活習慣の改善につなげます。

快眠のコツを試してみよう

よりそいホットライン（一般社団法人 社会的包摂サポートセンター）

０１２０－２７９－３３８　つなぐ支える

・朝起きたら日光を浴びよう
・日中にできるだけ日光を浴びよう

・就寝の約 1 ～２時間前に入浴し、
  体を温めよう

どんなひとの、どんな悩みにもよりそって、一緒に解決できる方法を探します。
・暮らしの悩みごと　・悩みを聞いて欲しい人　・ＤＶ・性暴力などの相談をしたい人　など

 24時間対応

・適度な運動をしよう ・寝る前に電子機器は使わない

・しっかり朝食をとってスイッチオン！

睡眠時間（全体）

■6 時間未満

1.2% 0.4%

31.1%

62.1%

5.2%

とれていない
71.0%

とれている
29.0%

■6－8 時間 ■8－9 時間
■9 時間以上 ■無回答

睡眠による休養（30-50歳代）
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「物品・役務」に関する令和７・８・９年
　　　入札参加資格審査申請（指名願）について
「物品・役務」に関する令和７・８・９年
　　　入札参加資格審査申請（指名願）について
　市では、令和７・８・９年入札参加資格審査申請の受付を下記のとおり開始します。この申請が
受理されていないと、市がおこなう入札に参加できませんので、ご注意ください。
　申請の受付は、島根県電子調達システムにより、島根県と県内システム参加市町（計11市町）が
共同で受け付けます。
※　システムによる登録が困難で、かつ大田市にのみ申請する場合に限り、紙での申請も受け付け
ますのでご相談ください。
※　申請方法・提出書類など詳細については、大田市ホームページにてご確認ください。

在宅で生活する障がいのある人に手当を支給します在宅で生活する障がいのある人に手当を支給します
　心身に障がいのある児童の父母または養育者、日常生活に常時介護を必要とする障がいのある人で、
一定の条件を満たしている人は手続きをすることで、下の表①～③の手当を受けることができます。

◇申請受付期間　
　　９月２日㈪～９月30日㈪（土・日・祝日は除きます）
　　※　受付時間は８時30分～17時まで
　　※　紙で申請される場合は受付期間内に必着のこと
◇資格有効期間　
　　令和７年１月１日～令和９年12月31日

○システム参加市町
　（令和６年９月現在予定）　
　松江市・出雲市・大田市・浜田市
　益田市・安来市・江津市・奥出雲町
　川本町・飯南町・隠岐の島町

問総務課入札係（☎0854‐83‐8020）

問地域福祉課（☎0854‐83‐8143）

大田市
ホームページ

（受給額はＲ６.４.１現在）

◇次の場合は手当が支給されません
　①～③共通　児童福祉施設、社会福祉施設に入所している人。前年に一定以上の所得がある人
　①②共通　　障がいを理由とする年金などを受けている人
　③のみ　　　病院などに３か月以上継続して入院している人

　※　詳しい手続きについては、お問い合わせください。

◇受給手続に必要な書類など
　①～③共通　所定の診断書、指定口座の通帳、個人番号（マイナンバー）、本人確認ができるもの
　①のみ　　　保護者と対象児童の戸籍謄（抄）本
　③のみ　　　公的年金などの収入金額がわかる証明書など　
　　　　　　　※　その他必要な書類を求める場合もあります。

手当の種類

①

②

③

特別児童扶養手当

障がい児福祉手当

特別障がい者手当

20歳未満で一定の障がいのある児童を監護・養育
している父母または養育者
20歳未満で重度の障がいがあるため、日常生活で
常時の介護を必要とする人
20歳以上で著しく重度の障がいがあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする人

１級55,350円
２級36,860円

28,840円

対象となる人 受給額（月額）

15,690円



※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
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種　類 医療機関

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

出雲市

対象者など

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ご協力ください
「献血」は命をつなぐボランティア

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

９月22日㈰
イオン大田店　10:00～12:00　
　（長久町）　 13:30～16:00

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

医療機関 対象者など

予約サイト

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（胃バ
リウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

９月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

乳幼児相談

離乳食教室
（前期）

授乳相談
ごくごく

大田市役所　４階和室

こども家庭センター
「おおだっこ」
（市役所１階）

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

９:00～10:30

13:00～16:15

４日㈬

18日㈬

仁摩保健センター 対象：生後８か月頃ま
での乳児とその保護者

10:00～11:30
受付９:45～27日㈮

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）
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健康ガイド９月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

13

がん検診（集団）

そのほかの健（検）診 ※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。
種　類 対象者など

歯周疾患検診
（７月～12月）

令和７年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

医療機関

市内の歯科医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和14年４月２
日～昭和24年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関

40歳以上で下記の該当者
・大田市国民健康保険加入者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
・生活保護受給者　　
◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月） 指定医療機関

26日㈭

10日㈫

静間まちづくりセンター

鳥井まちづくりセンター

五十猛まちづくりセンター

長久まちづくりセンター

旧宅野漁協

仁摩保健センター

大国まちづくりセンター

馬路まちづくりセンター

大田市民会館

大田市民会館

種　類 日時・場所 対象者など

胃がん検診（バリウム検査）
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　1,500円
・検診が午前の人は前日の21時以
　降、午後の人は当日７時以降に
　食事をとらないでください。

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
　2,000円（２方向撮影）
◎予約先　
　健康増進課（☎0854‐83‐8151）

５日㈭

19日㈭

13:30～15:00
17:00～18:30

10日㈫ ９:30～11:30
13:30～15:30

13日㈮ ９:30～11:30
13:30～15:30

26日㈭
９:30～11:30
13:30～15:30
17:00～19:00

９:30～11:00
13:30～15:00

９:00～10:00

10:15～10:45

11:15～11:45

13:00～14:00

９:00～９:40

10:00～11:00

11:15～11:45

13:00～14:00

☆胃がん検診
（バリウム検査）
個人通知なし

☆子宮頸がん
検診

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

予約サイト



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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ホイアンと石見銀山

図書館

中 央

行　　事 日　　時

仁 摩

おはなし会

古文書を読む会

健康づくりチャレンジ月間展

おはなし会

自死予防週間啓発展

ガン征圧月間関連本展示

仁摩小　夏休み作品展

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

14日㈯・28日㈯

21日㈯

１日㈰～26日㈭

21日㈯

８月23日㈮～９月９日㈪

１日㈰～28日㈯

12日㈭～25日㈬

　パリのおいしいエスカルゴの店、
フランスのカフェテリアで、母親に
しかられている男の子、インドネシ
アのどこまでも続くライス・フィー
ルド。
　旅を愛する著者が、世界中で撮り
続けた写真と共につづります。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本

第17回

14

『心の窓』　　
　　　 沢木　耕太郎／著
　　　　　　　　　　　　幻冬舎（中央図書館所蔵）　

　
ホ
イ
ア
ン
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
中

部
の
古
い
港
町
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
ゥ
ボ
ン
川
の
河
口
に
位
置
す

る
こ
の
町
は
、
石
見
銀
山
の
銀
が

東
ア
ジ
ア
経
済
を
動
か
し
て
い
た

16
世
紀
末
頃
に
国
際
貿
易
港
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
17
世
紀
に
な
る

と
朱
印
船
貿
易
に
よ
り
日
本
と
の

交
易
が
活
発
化
し
、
数
百
人
の
日

本
人
が
住
む
日
本
人
街
が
で
き
、

通
称
日
本
橋
（
来
遠
橋
）
と
い
う

名
の
橋
も
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
政
策
に

よ
り
日
本
人
は
い
な
く
な
り
、
ホ

イ
ア
ン
で
大
火
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
日
本
人
街
は
失
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
大
火
後
の
町
並
み
は
大
き

な
損
壊
を
受
け
ず
、
歴
史
的
風
情

を
と
ど
め
ま
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
に
、
昭
和
女
子

大
学
ら
に
よ
る
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
地
下
か
ら
日
本
橋
と
み
ら
れ
る

遺
構
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
陶
磁
器
な
ど
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
文
化
庁
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
保
存
修
理
や
技
術
協
力
、
調
査

研
究
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
１
９
９
９
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
３
年
か
ら
は
地
元
在
住

の
日
本
人
に
よ
り
政
府
機
関
や
関

係
者
と
連
携
し
て
「
ホ
イ
ア
ン
日

本
祭
り
」が
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
登
録
か
ら
10
年
、
２

０
０
９
年
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
大
田
市
か
ら
参
加
し
た
こ
と
を

端
緒
に
、
こ
れ
ま
で
大
屋
神
楽
社

中
、
土
江
子
ど
も
神
楽
団
、
多
根

神
楽
団
、
温
泉
津
舞
子
連
中
な
ど

が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
な

ど
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
20

周
年
記
念
と
な
る
今
年
の
日
本
祭

り
に
は
大
田
市
に
招
待
状
が
届

き
、
議
長
、
教
育
長
に
よ
る
公
式

訪
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
、
ホ
イ
ア
ン
は
ユ
ネ
ス
コ
の

「
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
環

境
的
側
面
で
創
造
性
を
持
続
的
な

開
発
の
戦
略
要
素
と
し
て
認
識
し

て
い
る
世
界
３
５
０
も
の
都
市
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
ユ
ネ
ス
コ
創
造

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
）

に
認
定
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら

ず
世
界
か
ら
創
造
性
の
あ
る
都
市

の
優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

■：３館共通
温泉津図書館は９月全日臨時休館

９月の図書館お休みの日

◇展示テーマ
「ＴＲＩＰ」
　「旅」といっても形はさまざま。今回は書籍
を通しておはなしの世界も旅してみませんか。

中
　央

仁
　摩

「島根に足跡を残した小泉八雲」
　島根に憧れ、島根が大好きだった小泉八雲
の命日は、９月26日です。
　小泉八雲にかかわる、「とっておきエピソー
ド」にまつわる本を集めてみました。

火 木 金日 月 水 土

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

７

14

21

28

６

13

20

27

５

12

19

26

４

11

18

25

ら
い
え
ん
ば
し

◇９月の行事と企画展
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チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
悪
用
し

た
部
落
差
別
〜
人
権
リ
ス
ク

へ
の
対
応
が
急
務
〜

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
凄
ま
じ
い

勢
い
で
世
間
を
騒
が
し
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
個
人
情
報
保
護

の
観
点
な
ど
か
ら
、
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
国
や
、
ま
ず
は
一
時
利

用
を
制
限
す
る
と
い
う
国
な
ど
が

登
場
し
て
き
て
い
る
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
生
成
系

Ａ
Ｉ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
自
動
的

に
生
成
す
る
機
械
学
習
の
手
法
の

こ
と
で
、
従
来
の
Ａ
Ｉ
と
違
い
、

新
た
な
情
報
を
つ
く
り
だ
す
。
つ

ま
り
、
生
成
す
る
学
習
能
力
を
備

え
て
い
る
Ａ
Ｉ
・
人
工
知
能
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
部
落
解

放
運
動
や
人
権
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
上
で
も
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
活
用
は
、
当
然
慎
重
さ
は

求
め
ら
れ
る
も
の
の
有
意
義
な
活

用
方
法
と
し
て
駆
使
す
れ
ば
、
運

動
や
市
民
活
動
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、一
方
で
は
、個
人
デ
ー

タ
の
収
集
と
管
理
に
厳
格
な
取
り

決
め
を
定
め
る
と
い
う
基
準
も
不

明
確
な
ま
ま
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

の
国
際
的
な
拡
大
が
不
安
視
さ
れ
、

さ
ら
に
犯
罪
へ
の
指
南
に
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
悪
用
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
危
険
性
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に

被
差
別
部
落
の
地
名
が
Ａ
Ｉ
・
人

工
知
能
に
よ
っ
て
＊
ア
ウ
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
ネ
ッ
ト
上
に
さ
ら
さ
れ
た

こ
と
は
、
人
間
社
会
に
お
い
て
想

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
領
域
に
ま

で
人
権
問
題
が
踏
み
込
ん
だ
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　「
裏
ア
カ
」
と
は
文
字
通
り
の

「
裏
ア
カ
ウ
ン
ト
」
の
こ
と
で
、

メ
イ
ン
で
使
用
し
て
い
る
ア
カ
ウ

ン
ト
と
は
別
に
作
成
し
た
「
表
に

出
し
て
い
な
い
秘
密
の
ア
カ
ウ
ン

ト
」
の
こ
と
を
指
し
、「
裏
ア
カ
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
わ
ば

俗
語
に
あ
た
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
鍵
ア
カ
」
と

呼
ば
れ
る
鍵
の
か
か
っ
た
「
非
公

開
ア
カ
ウ
ン
ト
」
と
「
公
開
は
し

て
い
る
が
、
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の

存
在
を
広
く
知
ら
せ
て
い
な
い
」

と
い
う
２
種
類
が
あ
る
。

　
健
全
に
利
用
し
て
い
る
な
ら
個

人
が
メ
イ
ン
で
使
用
し
て
い
る
ア

カ
ウ
ン
ト
と
は
別
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
持
つ
こ
と
は
、「
サ
ブ
ア
カ
ウ

ン
ト
」や「
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
」と

言
う
方
が
適
し
て
い
る
だ
ろ
う
が

「
裏
ア
カ
」と
の
表
現
か
ら
見
て
と

れ
る
の
は
、
当
然
、
そ
れ
を
利
用

し
て
自
分
本
来
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
言
え
な
い
よ
う
な
こ
と
（
オ
ー

プ
ン
に
で
き
な
い
話
題
な
ど
に
つ

い
て
書
き
込
む
）
を
匿
名
性
を
活

か
し
て
、
誹
謗
中
傷
を
し
た
り
、

攻
撃
的
に
書
き
込
む
た
め
に
使
用

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
こ
う
い
っ
た
行
為
を「
裏
ア
カ
」

と
称
し
、
自
分
と
は
違
う
も
う
ひ

と
つ
の
人
格
を
つ
く
り
あ
げ
、
日

頃
、心
の
内
に
抱
え
て
い
る
、不
満

や
怒
り
な
ど
外
部
に
対
す
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
を
発
散
し
解
消
さ

せ
る
方
法
と
し
て
、ま
た
、う
っ
ぷ

ん
晴
ら
し
の
一
環
と
し
て
、
ま
っ

た
く
別
の
自
分
に
な
り
す
ま
し
、

悪
口
や
根
拠
の
な
い
ウ
ソ
と
い
っ

た
誹
謗
中
傷
を
ネ
ッ
ト
上
で
繰
り

返
す
行
為
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
新
規
学

卒
者
の
採
用
と
い
う
場
面
で
「
裏

ア
カ
」
を
調
査
す
る
企
業
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
情
報
が
一
部

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
や
わ
た
し
た
ち

の
所
に
も
届
い
て
い
る
。

　
つ
ま
り
は
、
新
規
学
卒
者
が
こ

の
「
裏
ア
カ
」
を
使
っ
て
誹
謗
中

傷
や
攻
撃
的
な
書
込
み
な
ど
を
し

て
い
な
い
か
を
、
企
業
が
「
ネ
ッ

ト
上
の
身
元
調
査
」
と
し
て
お
こ

な
っ
て
い
る
。

差
別
さ
れ
な
い
権
利
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
誰
も
が
情
報
の
発
信
者
お
よ

び
受
信
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

情
報
の
流
通
範
囲
は
広
が
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
便
宜
の
反
面
に

お
い
て
、
誤
っ
た
情
報
、
断
片
的

な
情
報
、
興
味
本
位
な
情
報
も
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
に
接
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
差
別
意
識
が
植
え
つ
け
ら

れ
増
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
現
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お

い
て
、
個
人
情
報
を
さ
ら
す
な
ど

の
部
落
差
別
の
事
案
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
被
差
別
部
落
の
出
身
で
あ
る
こ

と
や
、
出
身
を
推
測
さ
せ
る
情
報

が
公
開
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
こ

と
は
、
被
差
別
部
落
の
出
身
者
に

と
っ
て
は
実
際
に
不
当
な
扱
い
を

受
け
な
く
て
も
、
い
つ
か
は
差
別

を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不

安
感
や
恐
れ
に
怯
え
る
な
ど
し
て

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
平
穏
な
生
活
を

送
る
権
利（
人
格
権
）を
侵
害
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、被
差
別
部
落

出
身
者
が
こ
の
状
態
を
我
慢
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、被
差
別
部
落
出
身

で
あ
る
こ
と
や
そ
の
こ
と
を
想
像

さ
せ
る
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
も

人
格
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

　
個
人
情
報
を
、
本
人
の
許
可
な

く
第
三
者
へ
暴
露
す
る
行
為
の
こ

と
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

「
裏
ア
カ
」で
繰
り
返
さ
れ
る

誹
謗
中
傷
〜
採
用
時
の
身
元

調
査
に
発
展
〜

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

15

きずな

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

　
　
　
　
　
　 の
講
演
会

　
５
月
16
日
、
第
二
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
二
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
大
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
３
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部  

書
記
長  

赤
井
隆
史
さ
ん
に
「
部

落
解
放
運
動
の
現
状
〜
今
後
へ
の
指
標
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
の
講
演
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



　
・
問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
　

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
２
）

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家

屋
な
ど
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

場
合
、
完
成
し
た
次
の
年
か
ら
そ

の
家
屋
に
対
し
て
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
、
解
体
し
た
場
合
は
、

次
の
年
か
ら
そ
の
家
屋
の
固
定
資

産
税
は
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
解
体
さ

れ
た
と
き
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
解
体
さ
れ
た
家
屋

の
種
類
に
よ
っ
て
、
土
地
の
固
定

資
産
税
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
５
）

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
相
談
専
用
電
話

　
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８ 

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

　
日
を
除
く
）

　
９
時
〜
17
時

問（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２
）

　「
中
退
共
」は
、中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け

ら
れ
、
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理

も
簡
単
で
す
。
詳
し
く
は
中
退
共

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４
）

　「
勤
労
者
の
生
活
向
上
」
を
目

的
に
大
田
市
と
「
ろ
う
き
ん
」
が

提
携
し
て
提
供
す
る
ロ
ー
ン
で
す
。

▽
使
い
道
　
教
育
・
住
宅

　
冠
婚
葬
祭
・
医
療
・
介
護
費

▽
ご
融
資
限
度
額

　
・
住
宅
・
教
育
費

　
　
　
最
高
３
０
０
万
円

　
・
冠
婚
葬
祭
・
医
療
・
介
護
費

　
　
　
最
高
２
０
０
万
円

▽
ご
融
資
金
利
　
年
２
・
28
％

　
固
定
金
利
（
保
証
料
込
み
）

▽
ご
返
済
期
間
　

　
住
宅
資
金
　
７
年
以
内

　
教
育
費
　
10
年
以
内

　（
元
金
据
え
置
き
期
間
含
む
）

　
冠
婚
葬
祭
・
医
療
・
介
護
費
　

　
５
年
以
内

▽
保
証
　（
一
社
）
日
本
労
働
者

　
信
用
基
金
協
会

▽
ご
返
済
方
法
　
毎
月
返
済
、
ま

　
た
は
毎
月
・
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返

　
済

▽
お
申
込
み
条
件
　
①
〜
③
に
す

　
べ
て
該
当
さ
れ
る
人

　
①
大
田
市
に
お
住
ま
い
、
ま
た

　
は
お
勤
め
の
人

　
②
居
住
年
数
お
よ
び
勤
続
年
数

　
が
１
年
以
上
の
人

　
③
前
年
税
込
年
収
が
１
５
０
万

　
円
以
上
の
人

▽
必
要
書
類
　
資
金
使
途
を
証
明

　
で
き
る
資
料

▽
そ
の
他
　
審
査
の
結
果
、
ご
融

　
資
で
き
な
い
な
ど
、
ご
希
望
に

　
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
・
問
中
国
労
働
金
庫
　
ロ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
出
雲

（
☎
０
１
２
０
‐
86
‐
３
７
８
８
）

中
国
労
働
金
庫
大
田
代
理
店

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
４
１
４
１
）

広報おおだ　Ｒ6（2024）8.22

　
東
京
圏
の
大
学
生
が
、
大
田
市

へ
の
移
住
を
伴
う
県
内
就
職
を
お

こ
な
う
場
合
に
、
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
支
援
金
額
　

　
就
職
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い

　
る
企
業
へ
の
就
職
活
動
に
要
し

　
た
交
通
費
の
２
分
の
１

※
　
上
限
５
万
円

▽
申
請
期
間
　

　
令
和
６
年
10
月
１
日
㈫
か
ら

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

　
対
象
者
の
要
件
や
、
提
出
書
類

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

大
田
市
学
生
就
職
支
援
金

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
解
体

を
し
た
ら
税
務
課
へ

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）
制
度

ろ
う
き
ん
自
治
体
提
携
ロ
ー
ン

つながらない場合
☎03‐3478‐1060

＃８０００

【受付時間】
平日／19：00～翌朝９：00
土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　　　　 （東京都内までの通話料が必要）

子ども医療電話相談

大田市
ホームページ

中退共
ホームページ

申

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年８月１日現在）

（　　）内は前月比

申

16

○人　口　31,755人　（△  14）
　・男　　15,290人　（△  3）
　・女　　16,465人　（△  11）
○世帯数　15,379世帯（   7）
○出生数　　　13人
○死亡数　　　49人
○面　積　435.34㎢

申



の
開
場
時
間
は
11
時
か
ら
16
時

※
　
整
理
券
は
大
田
市
民
会
館
、

株
式
会
社
シ
グ
ナ
ル
、
有
限
会
社

福
花
園
に
あ
り
ま
す
。

問
谷
本

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
４
２
５
）

▽
日
時
　
９
月
14
日
㈯
　
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
ハ
ル
を
さ
が
し
て
」
　

　（
２
０
１
５
年
／
93
分
）

▽
内
容
　
震
災
後
の
福
島
を
舞
台

　
に
、
行
方
不
明
の
飼
い
犬
を
探

　
す
と
い
う
夏
休
み
の
体
験
を
通

　
し
て
大
人
の
階
段
を
上
る
子
ど

　
も
た
ち
の
姿
を
描
い
た
ヒ
ュ
ー

　
マ
ン
ド
ラ
マ

▽
入
場
料
　
無
料
　

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
病
気
・
日
常
生
活
・
就
労
の
悩

み
な
ど
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
気
軽
に
お
話
し
す
る
つ
ど

い
で
す
。
参
加
無
料
で
相
談
員
も

参
加
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
８
日
㈫

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
場
所
　
大
田
市
民
会
館

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
難
病
の
患
者
・
家
族
、

　
関
係
者

▽
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈪

問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
３
‐
24
‐
８
５
１
０
）

　
県
外
で
働
く
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
対
象
と
し
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
転
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族

や
お
知
り
合
い
の
人
に
、
ぜ
ひ
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
７
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

▽
会
場
　
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
（
東
京

　
　
　
　
都
新
宿
区
）

▽
対
象
者
　
県
外
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ
ー

　
ン
を
目
指
す
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法

　「
Ｉ
Ｔ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
＠
島
根
」

　
公
式
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
　

　問
一
畑
電
気
鉄
道
株
式
会
社

（
☎
０
８
５
２
‐
26
‐
１
３
２
４
）

　
市
で
は
慰
霊
塔
に
お
い
て
献
花

を
お
こ
な
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
祈
念
し
ま
す
。
慰
霊
塔
は
７
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
開
扉
し
て
い

ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
22
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
10
時
30
分

▽
会
場
　
代
官
山
慰
霊
塔

　
　
　
　（
大
田
町
）

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

　
大
田
市
音
楽
協
会
創
立
30
周
年

を
記
念
し
て
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊

を
お
招
き
し
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
会
館
周
辺
広
場
に
て

自
衛
隊
車
両
を
展
示
す
る
「
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
同
時

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
８
日
㈰

　
　
　
　
13
時
開
場

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
入
場
料
　
無
料（
整
理
券
必
要
）

※
　
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
田
市
音
楽
協
会
創
立

30
周
年
記
念
事
業

難
病
サ
ロ
ン
in
大
田

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

Ｇ
Ｏ
島
根
！

Ⅰ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
転
職
フ
ェ
ア

大田市名誉市民章の

　　　　デザイン案を募集

　大田市に顕著な功績のあった名誉市民に贈呈する
名誉市民章のデザイン案を募集します。
▽応募資格
　大田市内在住・在勤・在学者
▽募集期間
　９月30日㈪まで
▽賞状および副賞
　受賞者は令和７年開催予定の大田市合併20周年記
　念式典において表彰します

※　応募要件など、詳しくは
大田市ホームページをご覧い
ただくか、下記までお問い合
わせください。

大田市
ホームページ

問政策企画課（☎0854‐83‐8004）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、次の
とおり休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　事前に市民課への予約が必要です。
休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　・９月８日　　・10月６日　
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　・９月30日　　・10月21日
※　予約状況に応じて変更する場合があります。
▽申請・交付場所：市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

公式サイト

大
田
市
戦
没
者
追
悼
式

催
　
　
し
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・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
20
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈭

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
基
礎
）

　
ワ
ー
ド
の
基
本
機
能
、
簡
単
な

操
作
方
法
、
画
像
入
り
文
書
の
作

成
な
ど
の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
９
月
６
日
〜
30
日
の
間

　
　
　
　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

　
　
　
　
祝
日
は
休
講

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
８
月
30
日
㈮

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
な
ど
）の
実

践
的
知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
指

し
ま
す
。

　
併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職

業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
期
間
　
令
和
６
年
11
月
26
日
㈫

　
〜
令
和
７
年
３
月
25
日
㈫

▽
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
島
根
（
江
津
市
）

▽
必
要
経
費
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万

　
６
０
０
０
円
程
度
、
そ
の
他
資

　
格
取
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
11
月
11
日
㈪

▽
定
員
　
15
人

▽
入
校
検
定
日
　
11
月
14
日
㈭

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

　
　
　
　
　
　（
国
語
・
数
学
）

▽
申
込
方
法
　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、

　
入
校
願
を
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

　
企
業
担
当
者
が
、
よ
り
働
き
や

す
い
魅
力
の
あ
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
む
け
て
見
直
す
機
会
と
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
求
職
者
と

企
業
担
当
者
が
直
接
話
し
を
す
る

こ
と
で
、
相
互
理
解
を
深
め
、
多

く
の
就
労
に
結
び
つ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
　
10
月
３
日
㈭

　
　
　
　
14
時
10
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
求
職
者

▽
定
員
　
先
着
40
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
浜
田
事
務
所
）

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
１
１
１
）

▽
応
募
作
品
　
自
作
未
発
表
１
首

※
　
詠
草
は
必
ず
縦
書
き
楷
書

で
、
難
し
い
漢
字
に
は
す
べ
て
ふ

り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送

※
　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
学

生
は
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
）
お

よ
び
大
会
当
日
の
出
欠
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
出
詠
料
　
１
０
０
０
円
（
た
だ

　
し
、
高
校
生
以
下
無
料
）

※
　
応
募
時
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

切
手
不
可
、
郵
送
の
場
合
は
小
為

替
ま
た
は
現
金
書
留
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　
９
月
２
日
㈪
〜
９

　
月
30
日
㈪
（
必
着
）

▽
投
句
先

　
〒
６
９
４
–
０
０
６
４

　
大
田
市
大
田
町
大
田
イ
１
２
８

　
大
田
市
文
化
協
会
（
大
田
市
短

　
歌
大
会
事
務
局
）

短
歌
大
会

▽
日
時
　
11
月
11
日
㈪
　
13
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
　
３
階

▽
選
者
　
寺
井
　
淳
さ
ん

　
　
　 

（
県
短
歌
連
盟
理
事
長
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

県
立
西
部
高
等
技
術
校

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

求
職
者
の
た
め
の

企
業
説
明
会

介護保険料の還付金詐欺に注意！
介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内す
ることはありません。不審な場合は、介護保険
課へお問い合わせください。
　　　　　 問介護保険課（☎0854‐83‐8063)

申

申

申

申

第
34
回
大
田
市
短
歌
大
会

募
　
　集
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①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

子ども食堂 ９月の予定 子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）
④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

②みんなの食堂
　　祖式ジム

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

21日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

20日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
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　市では、新庁舎の整備について、市民の皆さんによる庁舎の利活用に関する意見を広く求めるため、
市内の各種団体や市民で構成する「大田市新庁舎整備検討市民会議」を設置します。
　このたび市民公募委員を募集しますので、関心のある人は、下記によりご応募ください。

　◇期間　10月下旬～12月の間　全３～４回　各回２～３時間（会議の開催として）
　◇場所　大田市内（ただし、うち１回は市外での半日程度の視察を予定しています）
　◇対象　市内にお住まい、または勤務している18歳以上の人
　　　　　新庁舎の活用方法に関心をお持ちで、会議（平日３～４回程度）に出席できる人
　◇定員　２人（委員の選考は、応募動機などを考慮の上、決定します）
　◇応募方法　大田市のホームページに記載している応募フォームから、必要事項・応募の動機や庁舎
　　　　　　　の利活用に関する考え（200字程度）を添えてご応募ください
　◇応募期限　９月10日㈫まで
　※　委員となった人には、会議出席ごとに、大田市規定に基づく謝金、交通費をお支払いします

◆大田市新庁舎整備検討市民会議の委員を募集◆◆大田市新庁舎整備検討市民会議の委員を募集◆

大田市ホームページ

令和６年度

島根県消費者リーダー
　　　育成講座

受講生募集！
受講生募集！

　島根県では、消費生活の安定および向上を
確保するための消費者教育を推進しています。
　ＳＤＧｓ、特殊詐欺やサイバー犯罪、食品
の安全性、契約についてのトラブル事例など
について、あなたも学んでみませんか。
　地域で活躍する消費者リーダーの育成を目
的とした入門編の講座を開催します。

▽日程
　Ｗｅｂ受講により、10月からオンラインで
　受講できます
▽参加料　　無料
▽定員　　　50人
▽講師
　大学教授・ファイナンシャルプランナーなど
▽申込締切　10月3日㈭まで

※　詳しくは島根県ホームページをご覧くだ
　　さい。

19

　島根県が所有する地震体験車が、９月１日からの１か月間、
大田市に配置されます。地震体験車を希望する団体へ派遣し、
地震の「ゆれ」を体験していただくことができます。
　過去に発生した地震だけでなく、今後発生が予測されてい
る南海トラフ地震などの地震も体験できます。
　地震は、いつ、どこで発生するか分かりません。防災意識
を高めるきっかけとして体験されてはいかがでしょうか。
　運航は原則、平日となっています。土日をご希望の場合は
基本、大田消防署か西部消防署での体験となります。利用に
は事前に申し込みが必要です。詳しくは消防本部予防課へお
問い合わせください。

　・問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）申

　・問島根県環境生活総務課
　　　 消費とくらしの安全室

（☎0852‐22‐5103）

申

　・問建築営繕課（☎0854‐83‐8010）申
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問産業企画課（☎0854‐83‐8073）

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
仁摩地区

18
20
19
30
27
24
25
26
17
24
26

日日４
６
５
９
13
３
11
12
２
10
12

３日

ごみの持ち込み

９月不燃ごみの収集日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　１日・15日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

20

取引・証明用はかり
　　お忘れなく 特定計量器定期検査

　計量法の目的である「適正な計量の実施を図る」ため、２年に一度「特定
計量器定期検査」がおこなわれます。有償、無償に関わらず、取引または
証明に使用される質量計（はかり、分銅およびおもり）は検査が必要です。
　今年度の日程と会場は下記のとおりですので、最寄りの検査会場へ対象
となる質量計と手数料をご持参ください。

※　手数料については、大田市ホームページ
をご覧ください。

大田市
ホームページ

宅野まちづくりセンター
馬路まちづくりセンター
大国まちづくりセンター
旧ＪＡ石見銀山井田サービスセンター
福波まちづくりセンター
湯里まちづくりセンター
大田市役所　温泉津支所
仁摩農村環境改善センター
久利まちづくりセンター
水上まちづくりセンター
大代まちづくりセンター
五十猛まちづくりセンター
静間まちづくりセンター
鳥井まちづくりセンター
波根まちづくりセンター
久手まちづくりセンター
富山まちづくりセンター
志学まちづくりセンター
池田まちづくりセンター
職業訓練センター
川合まちづくりセンター
長久まちづくりセンター

職業訓練センター

13:30 ～ 14:00
14:30 ～ 15:00
15:30 ～ 16:00
10:00 ～ 10:30
11:00 ～ 11:30
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 16:00
９:30 ～ 11:30
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 14:30
15:00 ～ 15:30
９:30 ～ 10:30
11:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:00
13:00 ～ 14:00
14:30 ～ 16:00
９:30 ～ 10:30
13:00 ～ 14:00
14:30 ～ 15:30
９:30 ～ 12:00
13:30 ～ 14:30
15:00 ～ 16:00
９:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

時　間 会　場検査日

９月３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮
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13日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
７日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

９月の相談

21

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

10日㈫　
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

９日㈪ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
３日㈫・17日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

６日・13日・20日・
27日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
25日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会
25日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分
電話相談のみ
７日㈯ ９時～11時30分

一般相談

就労相談
（要予約）

11日㈬ 
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
10日㈫　10時～15時

市役所４階大講堂
26日㈭  10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

３日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

13日㈮　９時～12時 温泉津まちづくりセンター
行政相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

６日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　８月28日㈬、29日㈭、30日㈮
　９月26日㈭、27日㈮、30日㈪
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　９月15日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

９月30日
－

３期
３期

９月２日
２期
２期
２期

期限内に納付をお願いします税・保険料
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